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第 2章では，アルキニルニッケル錯体の新しい合成反応について述べている O すなわち， トリエチ
ルアミン存在下，カチオン性ニッケル錯体と末端アルキンとの反応により，アルキニル錯体が容易に
得られることを明らかにしている O また本反応は空気中，水分存在下でも，行なうことができ， さら
にヒドロキシル基を含むアルキンに対しでも用いることができるなど，その有用性を示している O









第 5章では，種々の有機ニッケル錯体と N ブロモスクシンイミドの反応について述べている O こ
???
れらの反応 に より有機 ニ ッ ケ ル 3価錯体が合成でき , ま た多重結合炭素 に結合した水素が容易に 臭素
置換さ れうる ことを明ら か に して い る ｡
第 6章は総括で , 本研究 に よ っ て得られた成果を要約して い る ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は安定を有機 ニ ッ ケ ル錯体を合成し , それらの 錯体の性質および反応性を解明 し , 反応中間
体と して の 有機 ニ ッ ケ ル錯体 に関する基礎的知見を提示 したもの で ある ｡
すをわち , カ チオ ン性 ニ ッ ケ ル錯体と末端 ア ル キ ン と の 反応 に より ア ル キ ニ ル錯体の 合成をお こな
い , ま た エ チ ニ ル ニ ッ ケ ル錯体と過塩素酸お よびア ル コ ー ル と の 反応に より , ニ ッ ケ ル の ア ル キ ル (
ア ル コ キ シ) カ ル ベ ン 錯体 の 合成 に成功すると ともに , そ れら の性質と反応性を明らカ､ に し て い る ｡
こ と に こ の カ ル ベ ン 錯体が塩基処理 に より ア ル ケ ニ ル 錯体を与え , ま た酸処理 に よりその 逆反応 が生
起すると い う興味ある挙動を明らか に して い る ｡
ま たカ ル ベ ン 錯体 の 構造を解明 し , そ の 矧可異性体の 存在, をら びに , カ ル ベ ン 炭素 一 酸素間の 方
結合性および ニ ッ ケ ル ー カ ル ベ ン 間の 方 結合性の存在を明 らか に し て い る ｡
さら に種 々 の 有機 ニ ッ ケ ル錯体とN -ブ ロ モ ス ク シ ンイ ミ ドの 反応を試み , 安定な有機 ニ ッ ケ ル 3
価錯体の 合成に は じめ て 成功すると ともに , そ の 錯体の 性質と反応を明 らか に して い る ｡
以上 の ように本論文は種 々 の 有機 ニ ッ ケ ル 錯体の 合成 ル ー トを開くとともに , 得 ら れた錯体の構造 ,
性質, 反応性を明ら か に して , 反応中間体と し て の ニ ッ ケ ル 錯体に閲し , 多く の知 見を提示 したもの
で ある ｡ こ れ ら の 結果は学術 , ならびに応用 の 両面に お い て , 有機金属錯体化学の 発展に 貢献すると
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